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琉球列島産無節サンゴモ（紅藻サンゴモ目）の
系統分類学的研究

Iil【記（遺伝子の多様性ＩＪＩ:究グループ）１１Ⅱ藤

１．サンゴモとは？

サンゴモは、細胞の|ﾉl外に石灰質を沈潜して、

行のように硬くなる紅藻である。この擁類は、

サンゴ礁形成のみならず、ウニや貝頬幼/l：の

変態や、サンゴ幼化の鵜底を助ける生物として、

収喫な役割を果たしている。サンゴモには、

､~節サンゴモと無節サンゴモの２つがあり、

明瞭な直立体をもたない扁平な種の多くは、

本研究で対象にした無節サンゴモである。

ある称の形態的特徴や分布を考慮して、分瓶

競的な定瀧の変更を提案していく予定である。

３．見過ごされてきた生物を分類する

サンゴモ以外にも、石l火質を体に沈着して

IMIくなり、肩､Ｉｚな形になる紅藻類がある。こ

の１１１には、これまでの分類体系のどこにも合

致せず、所属不IU1となっている種も知られて

いる。こうした言わば「兄過ごされてきた種」

の研究にも、今後取り組んでいきたいと考え

ている。２．サンゴ礁の無節サンゴモの種は、遺

伝的な実体を反映しているか？

琉球列島では、これまでに３科８属約20繩

の無節サンゴモが報告されている。これらの

砿には、インドー太､１１洋域から広く分布が報

縛されている種や、近年、形態学的な特徴を

もとに、属や種の定雑が変更されたNiが含ま

れている。無節サンゴモの種の|可定は、外形

的な特徴のみでは不IIJ能な場合が多く、栄護

組織と生殖器官の特徴を観察する必漢がある。

さらに、組織の観察には、藻体の仁｢灰質を除

くなど、ほかの大型藻類にくらべて時間がか

かるため、現状では、形態的特徴による'|{IilIIミ

なl1il定がなされた標本にもとづく分１塁データ

がほとんどない。

そこで、琉球ﾀ111;1ｹのサンゴ礁域に多j寵する

無節サンゴモの８繩（図１～８）について、

形態から正確に同定した標本の塩基配列を比

'陵することによって、形態にもとづく分類が

遮伝的にも支持されるか確認した。

nM〈正までに、ＭｌｉのうちMliは、靴|ﾉﾘの泄

伝的変異がサンゴモl;1の同属極間の変災に‘|;１１

』'ｲすることから、極内に別砿あるいは隠蔽;lMi

を含んでいることが分かった。また、偶や'111

科レベルでの分類学的な見臓しが必要なこと

もＩｌ１１らかになった。

今後は、これらの結果を踏まえて、｜AI題の
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図１～８琉球列島でよく見られる無節サンゴモ
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